
稿者は元々絵画制作とは別に作曲活動も行っており、お互い内に秘めたものを作品という
形で出力する点では同じであり、絵画作品と音楽作品を組み合わせることによって表現の幅
を広げられるのではないかと考えていた。
第一章では音楽作品と抽象絵画を組み合わせる制作スタイルについて述べた。ある時、音

楽を聴きながら抽象絵画作品を制作している際に、抽象絵画の単純な四角や丸などの図形、
線や点にリズムなどの音楽的なインスピレーションを受けた。それをヒントにして、まず音
楽作品を作り、それを基に楽器の音などから形や色を作り出し、それらで画面を構成した抽
象絵画を制作した。最後に制作した抽象絵画作品と音楽作品を一緒に展示することによって
絵画と音楽の融合を実現出来るのではないかと考えた。
第二章では音と、画面の色と形の関係について述べた。前述のように音を基に画面を起こ

すというものであるが、当初は展開やフレーズが複雑な楽曲を用いて行っていた。楽曲の情
報量が多ければ、それを基にして形を作り、画面を構成する際も情報量が増えてしまいまと
めるのが難しく、乱雑な画面になりがちであった。その問題の解決策として画面の中の形や
色を絞ることにした。音楽作品も単純なフレーズやリズムの繰り返しであるミニマルミュー
ジックにして、その中でも高音の目立つ、印象に残る音などを形に、低音や持続音などの目
立ちにくく、印象に残りにくい音を下地の形に表す、生楽器などの暖かい印象の音は暖色
で、機械音などの冷たい印象の音は寒色で表現した。
第三章では修了制作作品《幻想》について述べた。修了制作では「幻想」をテーマにして

上記のように音楽作品を基に形や色を構成する制作方法を行った。音楽作品は、3つの展開
に分かれた楽曲を使用した。作品に展開性を持たせるための試みであるが、今までの場合、
形にするための音を絞りやすくするため、その他にどのタイミングで作品を観覧したとして
も音楽と画面の同期に違和感を少なくするために明確に展開をしないミニマルミュージック
を用いていた。そのため上記の問題点に当てはまってしまった。その解決策として、絵画作
品を展開の順に右から並べて、左右の作品の裏にスピーカーを仕込む。そして音楽作品を展
開の順にイントロ、サビ、休憩のように右（R）、中央（R，L）、左（L）にそれぞれ展開ご
とにわけて鳴らすことによってどの作品がどの展開に対応しているのということが分かりや
すく構成した。
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稿者は、学部時代の経験から、修士課程では量（ヴォリューム）を意識し、モデルの量を
増減させて制作を行うようになり、過去の作品の反省を活かしながら、新しい作品を作る中
で、さらに量による人体表現を追求したいと思い、修了研究のテーマにすることにした。
第 1章 1節では、学部の卒業制作で得た量の多少による相違を人体表現上により鮮明に視

覚化したいと思い、布を使って量感を強調した着衣像と、人体の持つありのままの量、すな
わち裸体の人体像とを対比させて量感表現を追求することにし、研究テーマを「量による人
体把握の追求―着衣と裸婦による制作を通して―」としたことについて述べた。次いで 2節
では、量による人体制作を行うには、モデルである裸婦自身が持つ量と、彼女に布をまとわ
せてさらにふくらませた量を比較できるようにするのが良いと思い、着衣像と裸婦像の 2点
を同時に制作することにしたことについて述べた。続く 3節では、2体とも同じポーズで作
り、量の多少による見え方の違いや雰囲気の違いを追求するに当たって、着衣像と裸婦像そ
れぞれで得た情報を活かして新たな見方や考え方で制作したことや、両像を同時に設置する
ことで、展示空間を占有する二つの異なる量の効果も期待できることなどについて述べた。
さらに 4節では、対象を見て表現する際には、対象が異なっても対象の本質を捉える見方は
同じだと気付かされたことから、本修了研究作品のタイトルを《環》としたことについて述
べた。
次いで第 2章 1節では、どのようなポーズが量の比較に繋がるかを探り、同時に幾通りも

クロッキーを重ね、ポーズ決定後もクロッキーを重ねたことについて述べ、2節では、心棒
完成後、荒付けを開始し、ある程度粘土を付けた後は、着衣像は着衣のモデル、裸婦像は裸
婦のモデルをそれぞれ見ながら制作を進めたことについて述べた。また 3節では、人体の構
造を理解するためにクロッキーを繰り返し、それを作品に反映させながら粘土原型の最終仕
上げを行ったことについて述べた。そして4、5、6節では、石膏の型取りから FRP樹脂取り
までの過程について述べ、7、8節では作品の展示に対する稿者の考えを述べた。
そして最後に、本制作における成果や反省、支えて下さった方々への御礼、並びに今後の

展望について述べた。
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